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以上をふまえると，重度 AD 高齢者の骨格筋量低下は AD の進行だけでなく，
口腔機能低下もしくは嚥下機能低下にも関連すると推測されるが，AD 高齢者を
対象に口腔機能，嚥下機能と骨格筋量の関連を検討した報告は認められない． 
したがって，本研究は，AD 高齢者は AD の進行だけでなく，口腔機能あるい
は嚥下機能の低下も関連して，骨格筋量が低下するとの仮説を検証する目的で
軽度から重度 AD 高齢者を対象に横断調査を行った． 
方法 
日本の2地域のAD 高齢者232名(平均年齢85.4±5.9歳）を分析対象とした．
調査項目は基礎情報（性別，年齢），骨格筋量指標（Skeletal Muscle Index: SMI）
と認知症重症度 (Clinical Dementia Rating: CDR)，身体機能評価 (Barthel 
Index: BI)，栄養状態評価(BMI，Calf Circumference: CC，Mini-Nutrition 
Assessment short form: MNA-SF)，口腔所見と口腔機能（Occlusal Contacts，




CDR2（moderate）が 88 名(37.9%)，CDR3（severe）が 38 名(16.3%)であっ
た．SMI は severe と他 3 群との間に有意差を認めた．SMI 低下を目的変数と
したステップワイズ法による多重ロジスティック解析の結果，CDR severe 
(Odds Ratio [OR]:11.68 95% Confidence Interval [CI]:4.52-30.20)，BMI 




AD 高齢者の骨格筋量低下には AD の重度化のほか，嚥下機能低下も関連する
ことが示唆され， AD の重症度だけでなく嚥下機能低下にも注目する必要があ
ると考えられた． 
